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◇
ビ
タ
ミ
ン
D
に
つ
い
て 

 

生
物
が
生
存
・
生
育
す
る
う
え
で
微

量
に
必
要
な
栄
養
素
の
中
で
、
そ
の
生

物
の
体
内
で
十
分
な
量
を
合
成
で
き
な

い
炭
水
化
物
・
タ
ン
パ
ク
質
・
脂
質
以
外

の
有
機
化
合
物
の
総
称
を
「
ビ
タ
ミ
ン
：

vitam
in

」
と
い
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ

る
ビ
タ
ミ
ン
D
は
、「
必
須
栄
養
素
（
ひ

っ
す
え
い
よ
う
そ
）
」で
す
が
、
日
光
浴
に

よ
っ
て
生
体
内
で
合
成
も
さ
れ
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
働
き
に
関
わ
り
骨
な
ど
の
健
康

に
関
与
し
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
D
は

D
2

か
ら

D
7

の
６
種
類
あ
り
ま
す
。
し

か
し

D
4

～D
7

は
食
品
に
は
ほ
と
ん
ど

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
活
性
も
低
い
こ
と

か
ら
、
一
般
的
に
は
生
理
活
性
の
高
い

「
ビ
タ
ミ
ンD

2

（エ
ル
ゴ
カ
ル
シ
フ
ェ
ロ
ー
ル
）

E
rgo

calcifero
l

」
と「
ビ
タ
ミ
ンD

3

（
コ
レ

カ
ル
シ
フ
ェ
ロ
ー
ル
）Ch

o
lecalcifero

l

」
の

２
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ンD

2

は

大
部
分
の
植
物
性
食
品
に
は 

  

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
 

③ 

骨
か
ら
血
中
へカ
ル
シ
ウ
ム
の
放 

出
を
高
め
る
。 

ビ
タ
ミ
ンD

は
、
作
用
機
構
お
よ
び
機

能
の
多
様
性
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ンA

と
と
も

に
ホ
ル
モ
ン
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
免
疫
反
応
へ
の
関
与
と
し
て
は
、

ビ
タ
ミ
ンD

に
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
殺

す
「
カ
テ
リ
ジ
ン
：cathelicidin

」
と
い
う

タ
ン
パ
ク
（
抗
菌
ペ
プ
チ
ド
）
を
作
ら
せ
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た「β

-

デ
ィ
フ
ェ

ン
シ
ン
：β

-
d
efensin

」
と
い
う
抗
菌
ペ
プ

チ
ド
を
皮
膚
上
に
作
ら
せ
る
こ
と
で
、 

  

超
高
齢
社
会
に
突
入
過
程
の
現
在
の
日
本
で
は
、
高
齢
人
人
口
の
更
な
る
増
加
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
に
伴
っ
て
様
々
な
疾
患
に
罹
患
し
ま
す
が
、
骨
粗
鬆
症
（
こ
つ
そ

し
ょ
う
し
ょ
う
）
も
そ
の
一
つ
で
す
。
今
回
は
、
骨
を
作
る
う
え
で
重
要
な
ビ
タ
ミ
ン
D

に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
お
話
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

含
ま
れ
ず
、
キ
ノ
コ
類
に
含
ま
れ
て
い
る

の
み
で]

、
ビ
タ
ミ
ンD

3

は
あ
ん
こ
う
、
い

わ
し
、
に
し
ん
、
さ
け
な
ど
の
魚
介
類
に

多
く
含
ま
れ
、
ま
た
、
卵
黄
や
バ
タ
ー
な

ど
に
も
含
ま
れ
ま
す
。
ヒ
ト
の
体
内
に
お

い
て
は
ビ
タ
ミ
ンD

3

が
重
要
な
働
き
を

果
た
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
ビ
タ
ミ
ン
D
の
種
類
と
機
能 

 

ビ
タ
ミ
ンD

は
、
活
性
型
ビ
タ
ミ
ンD

（
カ
ル
シ
ト
リ
オ
ー
ル
ま
た
は
、1,25-

ジ

ヒ
ド
ロ
キ
シ
コ
レ
カ
ル
シ
フ
ェ
ロ
ー
ル
）
と
し

て
、
以
下
に
列
記
す
る
作
用
で
血
液
中

の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
を
高
め
る
作
用
が
あ

り
ま
す
。 

① 

腸
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
高

め
血
中
濃
度
を
高
め
る
。 

② 

腎
臓
の
働
き
に
よ
り
カ
ル
シ
ウ
ム

の
血
中
か
ら
尿
へ
の
移
動
を
抑
制

す
る
。 

骨
の
病
気 

  

骨
粗
鬆
症
と
歯
科
治
療
② 

 

皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
を
高
め
て
い
る
こ
と

も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ンD

は
食
べ

物
か
ら
摂
る
以
外
に
紫
外
線
を
浴
び
る

こ
と
で
体
内
に
合
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

紫
外
線
を
直
接
浴
び
る
機
会
が
減
少
す

る
冬
場
に
は
ビ
タ
ミ
ンD

が
減
少
し
ま
す

（
左
図
参
照
）
。
そ
の
た
め
皮
膚
表
面
で

形
成
さ
れ
る
抗
菌
ペ
プ
チ
ド
が
減
少
す

る
こ
と
か
ら
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹

患
し
た
り
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
が
悪
化

し
や
す
い
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
骨
の

形
成
に
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
か 

 

 

引用文献（７）より引用改編 

 



 

中通歯科通信 NEO 
 

ら
、
小
児
に
お
い
て
は
欠
乏
す
る
こ
と
で

く
る
病
に
な
り
や
す
く
、
成
人
に
お
い
て

は
、
骨
軟
化
症
や
骨
粗
鬆
症
に
な
り
や

す

く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。  
 

 

そ
の
ほ
か
に
も
ビ
タ
ミ
ンD

と
健
康
に
関

す
る
研
究
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
て
、 

・
発
達
障
害
や
統
合
失
調
症
、
認
知

症
と
の
関
係 

 

・
子
宮
筋
腫
や
月
経
困
難
症
、
不
妊

症
と
の
関
係 

・
糖
尿
病
や
心
血
管
系
へ
の
影
響 

 

・
大
腸
癌
や
前
立
腺
癌
、
乳
癌
の
予
後 

 

・
血
中
ビ
タ
ミ
ン
低
値
群
で
は
、
死
亡

率
が1

.2
6

倍 

 

な
ど
の
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で

報
告
が
集
ま
り
、
ビ
タ
ミ
ンD

は
大
変
注 

 

目
さ
れ
て
い
る
栄
養
素
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

 

◇
骨
粗
鬆
症
と
は 

 W
H

O

（
世
界
保
健
機
関
）
に
よ
る
定

義
で
は
、「
骨
粗
鬆
症
は
、
低
骨
量
と
骨

組
織
の
微
細
構
造
の
異
常
を
特
徴
と

し
、
骨
の
脆
弱
性
が
増
大
し
、
骨
折
の

危
険
性
が
増
大
す
る
疾
患
で
あ
る
。
」

と
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
原
因
で
、
骨
の

強
度
が
低
下
し
て
、
骨
折
し
や
す
く
な

る
骨
の
病
気
の
こ
と
で
す
。
超
高
齢
社

会
に
な
っ
た
日
本
に
お
い
て
は
、
有
病
者

が
総
人
口
の
約1

割
、1280

万
人
女
性

9
8
0

万
人
、
男
性3

00

万
人
）の
骨
粗
鬆

症
の
患
者
が
存
在
す
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

《
引
用
文
献
》 

(1)
公
益
財
団
法
人 

長
寿
科
学
振
興
財
団 

健
康
長
寿
ネ
ッ

ト 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(2) 

微
量
栄
養
素
情
報
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(3) 

南
東
北
グ
ル
ー
プ 

医
療
法
人
社
団 

三
成
会 

新
百

合
ヶ
丘
総
合
病
院 

医
療
コ
ラ
ム 

ビ
タ
ミ
ンD

の
効
用 

消
化

器
内
科 

課
長/

予
防
医
療
セ
ン
タ
ー 

消
化
器
内
科
部
門 

科

長
袴
田 

拓 
2
01

9

年
２
月
号 

ド
ク
タ
ー
コ
ラ
ム 

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ (4) 

公
益
財
団
法
人 

腸
内
細
菌
学
会/

（
旧
）
ビ
フ
ィ
ズ
ス

菌
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(5) 

わ
か
さ
生
活 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(6) 

国
立
研
究
開
発
法
人 

医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究

所 

「
健
康
食
品
」
の
安
全
性
・
有
効
性
情
報 

 

話
題
の
食
品
成

分
の
科
学
情
報
：
詳
細 

ビ
タ
ミ
ンD

解
説 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 (7) 

ヘ
ル
シ
ー
パ
ス 

ブ
ロ
グ 

栄
養
素
の
成
分
や
働
き 

ビ

タ
ミ
ンD

に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か
？ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(8)
骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

20
15

年
版 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(9)
祖
師
ヶ
谷
大
蔵 

つ
か
も
と
整
形
外
科
醫
院 

骨
粗
し
ょ

う
症  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

 

骨
吸
収
が
相
対
的
に
亢
進
す
る
こ
と
で
骨
架

橋
の
強
度
が
落
ち
る
の
で
、
骨
全
体
の
強
度
が

脆
弱
化
し
て
い
ま
す
（
左
下
図
参
照
）
。  

 
 

 
 

骨
吸
収
の
相
対
的
亢
進
は
性
ホ
ル
モ
ン
の
低

下
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
る
の
で
、
閉
経
後
の
女

性
に
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
女
性
は

男
性
に
比
べ
て
も
と
も
と
骨
量
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
骨
の
形
成
と
吸
収
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

た
時
に
は
、
症
状
が
表
面
化
し
や
す
く
な
り

ま
す
。 

 

  

「
骨
粗
鬆
症
性
骨
折
（
骨
粗
鬆
症
が
原

因
で
起
こ
る
骨
折
）
」
が
高
齢
者
の
生
命

予
後
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療
が
非
常

に
大
切
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

◆
病
態 

本
シ
リ
ー
ズ
の
①
「
骨
の
構
造
」
で
述
べ

た
通
り
、
骨
は
多
孔
質
構
造
を
な
し
て
い

て
、
網
目
状
の「
骨
架
橋
（
か
き
ょ
う
こ

つ
）
」
に
よ
っ
て
強
度
が
保
た
れ
て
い
ま

す
。「
骨
架
橋
」
で
は
、「
骨
芽
細
胞
（
こ
つ

が
さ
い
ぼ
う
）Osteoblast

」
に
よ
る
骨
形

成
と
、「
破
骨
細
胞
（
は
こ
つ
さ
い
ぼ
う
）

O
setoclast

」
に
よ
る
骨
吸
収
に
よ
っ
て

常

に
「

骨
改

造
（
こ
つ
か
い
ぞ
う

）

R
em

odeling

」が
行
わ
れ
て
い
て
、
古
い
骨

を
壊
す
一
方
で
新
し
い
骨
を
作
る
こ
と

で
一
定
の
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
（
左
中

図
参
照
）。
骨
粗
鬆
症
の
病
態
下
で
は
、 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用文献（9）より引用改編 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用文献（９）より引用 
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